
項目
該当する□に

チェックしてください

Ⅰ ①食事 　□全介助 　・一連の行為の全てを自分で行えないため、全面的（常時）に支援が必要

　・一連の行為の目的や内容を理解していない

　・経管栄養（胃ろう、腸ろう等）や中心静脈栄養を行っている

　□一部介助 　・一連の行為の一部を自分で行えないため、部分的に支援（見守りや声かけ等含む）が必要

　・食事を開始する前に食べ物を食べやすくする等の支援を行っている

　□介助なし 　・何らかの支援がなくても、一連の行為の全てを自分で行うことができる

Ⅱ ②排せつ 　□全介助 　・一連の行為の全てを自分で行えないため、全面的（常時）に支援が必要

　・一連の行為の目的や内容を理解していない

　・清拭行為が不十分なため、支援者等が全面的にやり直している

　・ストマやおむつ等を使用している

　□一部介助 　・一連の行為の一部を自分で行えないため、部分的に支援（見守りや声かけ等含む）が必要

　・清拭行為が不十分なため、支援者等が部分的にやり直している

　・尿意、便意はないが、時間を決めるなどして一連の行為を自分で行っている

　□介助なし 　・何らかの支援がなくても、一連の行為の全てを自分で行うことができる

Ⅲ ③入浴 　□全介助 　・一連の行為の全てを自分で行えないため、全面的（常時）に支援（見守りや声かけ等含む）が必要

　・一連の行為の目的や内容を理解していない

　・「身体や髪、顔を洗う、拭く」行為が不十分なため、支援者等が全面的にやり直している

　・医療上その他の事情で入浴ができない

　□一部介助 　・一連の行為の一部を自分で行えないため、部分的に支援が必要

　・「身体や髪、顔を洗う、拭く」行為が不十分なため、支援者等が部分的にやり直している

　・一連の行為の全てを自分で行えるが一人で入浴させることができない

　□介助なし 　・何らかの支援がなくても、一連の行為の全てを自分で行うことができる

Ⅳ ④移動 　□全介助 　・支援者等による対象者の身体に触れる支援が全面的に必要

　・移動中は常に抱っこや手をつなぐ等、常時の付き添いが必要（危険の認識が難しい場合を含む）

　・常時バギーや車いす、歩行器などの移動用具を使用している

　□一部介助 　・自分で移動はできるが部分的に支援（見守りや声かけ等含む）が必要

　・段差等の場所によって介助が必要になることがある

　□介助なし 　・何らかの支援がなくても、自分で移動ができる

移動（日常生
活における必
要な場所への
移動）につい
て支援が必要
かどうか
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裏面につづきます

一連の行為
（食事の開始
から終了ま
で）について
支援が必要か
どうか

一連の行為
（尿意（便意）
の発現から排
尿（排便）後の
後始末まで）
について支援
が必要かどう
か

判断基準　（該当するものを○で選んでください）

一連の行為
（入浴の脱衣
から着衣ま
で）について
支援が必要か
どうか

就学児サポート調査　(放課後等デイサービス)

調査票は、相談支援事業所やサービス提供事業所など対象児童の状態をよく知っ
ている方にご相談の上、選択肢を選んでください。



・過去にてんかん歴なし
○支援不要

○支援不要

○支援不要

・日常生活（新規の場所や初見
の人でも）における口頭での自
分の意思の伝達に支障がない

○支援不要

○支援不要

○支援不要

（食べられないものを口に入れた
り、飲み込んだりする）

（関心が強い物や人を見つけた
ら、突然気になる方へ走っていっ
てしまう）

⑭突発的な行為

該当するものをチェックしてください項目

⑥説明の理解

⑤コミュニケーション

⑦大声・奇声を出す
（周囲が驚いたり、他者が迷惑と
なるような場合や物などを使って
周囲に不快な音を出す）

（予定や手続き、状況等が変わる
ことが受け入れられず、突然大声
を出したり、興奮する等のパニッ
ク状態になるなど）

⑩不安定な行動

（特定の物や人に対する興味関心
が強く、思うとおりにならないと
多動になったり、動かなくなる）

⑨多動・行動停止

⑧異食行動

⑫他人を傷つける行為

⑳読み書き

⑲対人面の不安緊張、集団生活へ
の不適応

（特定の行為を反復したりする等
により動作に時間がかかり日常生
活に支障が生じる）

⑱反復的行動

（日常生活や社会生活に支障があ
る程度の抑うつや気分の高揚）

⑰そううつ状態

⑯てんかん

（過食、拒食、反すう等、食に関
する行動上の問題や特別な配慮が
必要）

⑮過食・反すう等

（見知らぬ人に対し過度に親しげ
な振る舞い、他人に急に接近す
る、触る、うそをつく、盗むな
ど）

⑬不適切な行為

（他人を叩く、髪の毛を引っ張
る、蹴る、押す、物を壊したり、
投げたりする、相手を侮辱するな
ど）

・説明を理解できているか判
断できない

・簡単な口頭での説明も理解
が難しい

・簡単な口頭での説明をおおむ
ね理解し、うなずいたり、返事
をしたりし、説明に伴った行動
ができる

○支援が必要な場合がある ○常に支援が必要

・週１回程度以上
○常に支援が必要

○常に支援が必要

・週１回程度以上
○常に支援が必要

・月１回程度以上

（自分の体を叩いたり、頭を床に
打ち付けたりなど）

⑪自らを傷つける行為

○支援が必要な場合がある

・飲み込みはしないが口に含む
ことがある

○常に支援が必要

・自分の意思の伝達ができて
いるかどうか判断が困難

・コミュニケーションツール
等を用いても、自分の意思の
伝達ができない

○常に支援が必要

・コミュニケーションツールや
手話等を用いると、おおむね理
解ができる

・簡単な口頭での説明であって
も理解できないことが多く、説
明に応じた行動ができないこと
が多い

○支援が必要な場合がある

・コミュニケーションツール
（絵カード、ICTの活用等）を
利用すれば、自分の意思の伝達
ができる

・慣れていない場面等では、口
頭でのコミュニケーションが難
しく配慮を必要とする

○支援が必要な場合がある

（服薬対応等している）
・てんかんの診断がある
○常に支援が必要

（服薬対応まではしていない）
・てんかんの経過観察あり
○支援が必要な場合がある

○支援が必要な場合がある

○支援が必要な場合がある

・月１回程度以上

・週１回程度以上
○常に支援が必要

・月１回程度以上
○支援が必要な場合がある○支援不要

・週１回程度以上
○常に支援が必要

・月１回程度以上
○支援が必要な場合がある○支援不要

・該当行為がある
○支援が必要な場合がある○支援不要

・常時見守りや個別対応など
の配慮が必要

○常に支援が必要
・該当行為がある
○支援が必要な場合がある○支援不要

・週１回程度以上
○常に支援が必要

・月１回程度以上
○支援が必要な場合がある○支援不要

・外国語のため翻訳を行って
いる

・学習障害の診断がある
・文字に興味を示さない

・コミュニケーションツール
使用

・書くことはできないが、パソ
コン等の代用手段を使用すれば
できる

・一部理解はできるが、見守り
や口頭で補足の説明が必要

・何らかの支援がなくても文字
の読み書き及び意味の理解がで
きる

○支援不要 ○支援が必要な場合がある ○常に支援が必要

（人との関係で緊張状態になり、
集団生活の場面に参加できなかっ
たりする）

・物があると口に含み、飲み
込んでしまう

・週１回程度以上
○常に支援が必要

・月１回程度以上
○支援不要 ○支援が必要な場合がある

○常に支援が必要

・月１回程度以上

○支援が必要な場合がある○支援不要

○支援不要
・月１回程度以上
○支援が必要な場合がある

・週１回程度以上
○常に支援が必要

・週１回程度以上・月１回程度以上
○支援不要

状態
・一定期間にわたって引きこ
・週１回程度以上

・常時見守りや個別対応など
の配慮が必要

○常に支援が必要


